



























































3 . 1 　聴解の技能の優先度について
質問 1 、 2 では、「他の技能（書く、読む、話す等）と比べて、聴解の技能を優先して教
えていると思うか」ということを初級・中級それぞれについて 4 肢選択式で聞いた（図








3 . 2 　聴解の授業での重点
次に、質問 3 では、聴解の授業を行う際に、どんなことに重点を置いて指導しているか、


























































級より 1 回で聞く文章が長くなること、後述もするが、EJU⑴や JLPT⑵の聴解、聴読解の
練習が増えることが理由として考えられる。 2 点目は、初級で最も多かった「 1 、聞き取り
にくい音」の指導は、中級になると19％で、 1 ～10番までの選択肢の中で最も低くなってい
た。初級の時には聞き取りにくい音の指導はするが、中級になると音よりも内容の理解への










3 . 3 　聴解の授業での指導上の困難点
次に、質問 4 では、聴解の授業を行う際に、困っていることや悩んでいることがあるか、

































































































































































3 . 4 　教員の聴解指導についての学習歴
次に、これまでに聴解の授業について、教授法を習った、勉強したことはあるか、初級・
































































3 、生教材（『NHK NEWS WEB EAZY』など）
4 、JLPT や EJU 対策の聴解問題集
使用する聴解教材については、図 9 の通り、初級では、「 1 、総合テキストや文法のテキ
ストに付随した教材」が最も多く、92.1％であった。次いで、「 2 、聴解だけの教材」が多く、




次いで「 4 、JLPT や EJU 対策の聴解問題集」が多く、81％であった。また、「 3 、生教材
（『NHK NEWS WEB EAZY』など）」は初級では4.8％であったが、中級になると58.7％と
50％以上あがっていた。初級で最も多かった「 1 、総合テキストや文法のテキストに付随し
た教材」は中級では19％となり、中級の中では一番低くなっていた。また、中級では、「 3 、
生教材」や「 4 、JLPT や EJU 対策の聴解問題集」も初級と比べて50％以上高くなり、中
級では教材の幅が広がっており、その教材の幅が広がるために、3.3で述べたように指導に
おいて困っていることが増えると推測される。
3 . 6 　 1 週間のうちの聴解授業の頻度
次に、担当しているクラスで、聴解の授業は 1 週間にどのくらいおこなっているか、とい
うことについて45分を 1 コマと考えて、初級・中級それぞれについて 4 肢選択式で聞いた
（図11、12）。この問題については、複数回答は認めず、 1 択での回答とした。
1 、 1 週間に 1 コマ　（週に 1 回程度）
2 、 1 週間に 2 ～ 3 コマ（週に 2 ～ 3 回程度）
3 、 1 週間に 4 ～ 5 コマ（週に 4 回、または、ほとんど毎日）
4 、 1 週間に 1 コマより少ない（ 2 週間に 1 回程度）またはそれ以下の頻度
初級では図11の通り、「 2 、 1 週間に 2 ～ 3 コマ（週に 2 ～ 3 回程度）」が最も多く、
49.2％であった。ついで、「 3 、 1 週間に 4 ～ 5 コマ（週に 4 回、または、ほとんど毎日）」
が多く、28.6％であった。
中級は図12の通り、「 3 、 1 週間に 4 ～ 5 コマ（週に 4 回、または、ほとんど毎日）」が最




























3 . 7 　スケジュールにおいての聴解の優先度
次に、その日の授業スケジュールの中で、スケジュール通りに終わらない場合、聴解を優
先しておこなうことはあるか、ということを 4 肢選択式で聞いた。（図13）。この問題につい









































の調査の中では、初級では「 1 週間に 2 ～ 3 コマ　（週に 2 ～ 3 回程度）」であるのが、中級
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